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会    議    録 
会議の名称 第９回津山地域開校準備委員会 

開催日時 

 

 

令和４年９月６日（火） 

午後７時 00 分 開会 

午後７時 40 分 閉会 

開催場所 津山老人福祉センター ２階集会室 

委員出席者 

大 山   豪  委員 柳津小学校ＰＴＡ会長 

菅 原 和 彦  委員 横山小学校ＰＴＡ会長 

熊 谷 康 成  委員長 津山中学校ＰＴＡ会長 

林   三 治  委員 柳津小学校学校運営協議会委員 

堀 田 耕 平  委員 横山小学校学校運営協議会長 

今 野 政 雄  委員 津山中学校学校運営協議会長 

阿 部 篤 雄  副委員長 津山町行政区長会長 

阿 部 宗 幸  委員 つやま杉の子こども園保護者会副会長 

鹿 野 征 美  委員 柳津小学校長 

伊 藤 秀 樹  委員 横山小学校長 

佐 藤 順 子  委員 津山中学校長 

事務局出席者 

白 岩 登世司 学校再編推進室長 

千 葉 道 宏 学校再編推進室長補佐兼学校再編推進係長 

西 條 文 武 学校再編推進室主査 

佐 藤 春 香 学校再編推進室主事 

欠席者   

傍聴者 ０人 

議事 

(1) （仮称）津山小学校の校章デザインについて 

(2) 専門部会等の報告事項について 

(3) その他 
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開会 午後７時 00 分 

 

第９回津山地域開校準備委員会を開会する。 

 議事に入る。議長は、委員長にお願いする。 

  

はじめに、本日の会議の会議録署名委員を指名する。 

 会議録署名委員は、鹿野征美委員と伊藤秀樹委員にお願いする。 

議事１は、「(仮称)津山小学校の校章デザインについて」である。 

 校章デザインについては、前回の会議で、応募結果をもとに、各委員が

２つずつ候補を選び、それらをまとめたものの中から、各団体で意見集約

して候補をそれぞれ１つ選出し、本日の会議で、その結果を報告し、校章

デザインを選定することとしていた。前回の会議以降の経過と、選定の進

め方について事務局に説明を求める。 

 

前回の会議後、７月７日に各委員に候補選出の用紙を配布し、７月 12

日までに、２つずつ選出した候補を報告いただいた。その結果、重複等も

あり、14 点の候補が選出された。それらの候補に、補作イメージを付け

たものを、各委員に配布して、学校の夏休み期間に各団体で意見集約を行

い、団体として１つの候補を選出していただいた。本日の会議では、その

結果を踏まえ、校章デザインを選定いただきたい。 

 なお、最終候補の選定にあたっては、各団体の報告結果により、本日の
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進め方にいくつかのパターンが想定される。１つ目のパターンは、全団体

の候補が一致した場合で、この場合、そのデザインで決定するか否かを本

日の会議で決定することになる。 

 ２つ目のパターンは、３つ程度に絞られた場合で、この場合、選出され

た候補について意見等を出し合って話合いで決定するか、または、採決で

決定するかなど、選定方法も含めて検討する必要がある。 

 ３つ目のパターンは、全団体で選出された候補が大きく割れた場合で、

この場合、まず、選出された候補の中から、再度、当委員会で候補を絞る

必要があると考える。その上で、本日の会議で選定するか、それが困難と

なった場合に、絞った候補で、再度各団体の意見集約を行うかなども含め

て検討する必要がある。 

 

それでは、順に意見集約結果を報告していただく。まず、津山中学校Ｐ

ＴＡの結果を報告する。津山中学校ＰＴＡでは、候補番号２番が良いとい

う意見が一番多かった。 

 

柳津小学校ＰＴＡでは、候補番号２番が良いという意見が一番多かっ

た。 

 

横山小学校ＰＴＡでは、候補番号２番が良いという意見が一番多かっ

た。 

 

柳津小学校学校運営協議会では、候補番号２番が良いという意見が一番

多かった。 

 

横山小学校学校運営協議会では、候補番号 12 番と 13 番が、同数であっ

た。 

 

津山中学校学校運営協議会では、候補番号２番が良いという意見が一番

多かった。 

 

津山町行政区長会では、候補番号２番が良いという意見が一番多かっ

た。 

 

つやま杉の子こども園保護者会では、候補番号２番が良いという意見が

一番多かった。 

 

柳津小学校では、教職員は候補番号６番が多く、子どもたちは候補番号

７番が多かった。 

 

横山小学校では、候補番号 12 番が良いという意見が圧倒的に多かった。 

 

津山中学校では、候補番号８番が良いという意見が一番多かった。僅差

で、二番目に意見が多かったのは候補番号２番であった。 

 

 事務局で、報告内容を確認する。 
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（各団体で候補に選出されたデザインを、黒板に貼り出し、報告された番

号と、デザインに相違がないかを確認。） 

 各団体の意見集約結果では、候補番号で２番、６番、７番、８番、12

番、13 番の６点が選出され、２番については７団体が選出した。 

 

 どのように選定するかについて、意見等はあるか。 

 

 候補番号２番を選んだ団体が多いということで、２番としても良いので

はないかと思うが、２番以外を選出した団体はどうか。 

 

 自分の団体では候補番号２番を選んだ人は少数だったが、半数以上の団

体が支持しているので、それでも良いのではないかと思う。 

 

 過半数以上の団体が候補番号２番を選んでいるので、２番としても良い

のではないかと思う。 

 

 ほかに意見等はないか。それでは、候補番号２番のデザインを、津山地

域開校準備委員会の校章デザイン案として選定することに決定してよろ

しいか。 

  

（異議なし。） 

  

 （仮称）津山小学校の校章デザインとして、候補番号２番のデザインを

選定する。事務局から、補足で説明する。 

 

選定されたデザインの作成者には、選定された旨を説明し、氏名公表の

了承を得られれば、学校再編だより等で紹介する。 

選定された校章デザイン案は最終の補作を行うことになるが、印刷や校

旗刺繍用にするためのもので、デザインそのものを改造するものではな

い。最終補正後は、デザインを各委員に送付し、確認いただきたいと考え

ている。そこで意見等がなければ、最終的に教育委員会で校章として決定

する。 

  

次に、議事２は、専門部会の報告である。事務局に説明を求める。 

 

（施設整備・運営部会及び教育課程部会の報告事項について、資料に基づ

き説明。） 

 

 説明のあった内容について、意見等はあるか。 

 

（意見等なし。） 

 

 その他、事務局で何かあるか。 

 

 前回の会議で、委員の知人の方が作曲した曲に歌詞を付けてみたものを

聞いてみたいという意見があり、委員の知人の方が詞を付けたものを提供

いただいたので紹介する。 
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（試聴）  

 

前回の会議では、委員の知人の方が作曲した曲に、歌詞を付けたものを

聞いて、再度協議することとしていた。これまでの確認として、委員の知

人の方が作成されたものと横山小学校の案を聞かせていただいた。また、

前回の会議では、合作できないかという意見なども出ていた。 

横山小学校の案は、以前に試聴してから時間が経っており、もう一度聞

きたいという場合、試聴できるか。 

 

（試聴） 

 

参考として、これまで出された歌詞などを見ておいてもらい、次の会議

で校歌の歌詞作成について方針を決めたいと思うがよろしいか。 

 

（異議なし。） 

 

 次回の会議日程について決定したい。事務局としては、９月 29日木曜

日の午後７時で設定させていただきたい。 

 

 次回は、９月 29 日木曜日の午後７時からでよろしいか。 

 

（異議なし。） 

 

 議事は以上となる。事務局に、進行を戻す。 

 

 以上で、第９回津山地域開校準備委員会を閉会する。 

 

閉会 午後７時 40 分 

 


